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平成 28 年 7 月 6 日発行 

編集：出雲崎町公民館  

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

6 月 9 日（火）、小・中学生をはじめ、町民の皆さんから文化・芸術

に触れていただくため「文化芸術鑑賞会」を開催しました。 

6 回目を迎えた今年は、東京演劇集団「風」の皆さんによる演劇「ヘ

レン・ケラー ～ひびき合うものたち」を上演し、約 500 人の方が会場

を訪れました。 

前日から始めた舞台設営は開演前ギリギリまで続き、劇場で見てい

るかのような迫力ある舞台が完成しました。多くの小中学生は演劇を

生で見るのは初めてで、プロの躍動感ある演技と出演者の熱い思いに

感激している様子でした。また、ヘレンとサリバン先生を中心に描く

感動のストーリーは、涙を誘い観客を魅了するものでした。 

上演後には中学生が実際の舞台を見学し、出演者と握手をするなど

ストーリー同様、ハッピーエンドで終演しました。 

当町の姉妹都市である福島県柳津町から 6 月 25 日（土）には「柳津町美食ツアー」の御一行 22 名、6 月

26 日（日）には柳津中学校の生徒 22 名と関係者の皆さんが来館されました。 

 柳津町とは、現在展示されている良寛遺墨『向 夕 投 香 閣
ゆうにむかいてこうかくにとうず

』の作品※をご縁として、1987 年に姉妹都

市提携を締結しています。 

 引率された柳津町の井関町長をはじめ来館された皆さんは、ともに町と町とをつないだ作品に見入り、良

寛と夕日の丘公園から望む日本海と妻入りの街並に感銘を受けている様子でした。 

※ 良寛さんが柳津に滞在した時、その景色の雄大さを詠った漢詩の作品。 

 

 

6 月 12 日（日）、出雲崎小学校を会場に出雲崎小・中学校合同子育て講演会を開催しました。 

講師には、新潟県立大学の斎藤裕教授をお迎えし、「子どもの理解と生活環境の意味～今、求められる家庭教

育～」と題した講演をいただき、保護者や学校関係者など約 100 名の方が傾聴されました。 

講演では、知識と経験の少ない幼少期では物の言い方ひとつで発揮する能力に差が出るというお話や忙しいか

らと子どもの話しを後回しにするようなことがあった場合「後で必ず話を聞く、目をみる、抱きしめる」という

ことを心がけていればお互いの絆は自然と深まるという貴重なお話を伺い、中身の濃い講演会となりました。 

 

 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    中央公民館       

 

 

 

 

 

 

                        

 

 町立図書館（海岸公民館）  

 

 

 

 

 

 

                        

 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

豪雨によって孤立した校舎に取り残された生徒たち。この

状況で、生徒が何者かに殺された。警察に疑いをかけられた

岬は、自らの嫌疑を晴らすため独自に調査を開始する…。 

どこかでベートーヴェン 

      ･･･中山 七里 著 

生鮮食品から乾物、加工食品まで、全 200 アイテム。あら

ゆる食材・食品を長持ちさせる、適切な保存方法がこれ一冊

で丸わかり!賢い暮らしの新しいバイブル! 

「100 歳まで頑張る」と話していた 98 歳の母の首に、74

歳の息子が手をかけた―。これが自分だったら、一線を越え

ずにいられただろうか？記者が見つめた法廷の人間ドラマ。 

商社勤めの娘に代わり、孫娘のため、PTA の副会長に就

任した昭和の男・武曾勤。会長は金髪の若者、もう一人の

副会長は気弱な専業主婦、監査役にママ達のボス…波乱の

1 年間が始まった！笑いと涙の奮闘記。 

 

母さんごめん、もう無理だ 

－きょうも傍聴席にいます－･･･ 朝日新聞社会部 

PTA グランパ！ ･･･中澤 日菜子 著 

ひと目でわかる！食品保存事典 

･･･島本 美由紀 著 

7 月 17 日（日）、前二松学舎大学教授の源川彦峰先生によ

る「講演会＆書画展＆揮毫実演」を開催します。 

源川先生は現在、大学を退職されましたが、出雲崎への恩

返しという思いから実現したものです。 

 一日限りの書画展ですが、軸を中心として約 130 点もの作

品が展示されます。また希望者には持参された色紙等に揮毫

もしていただけるそうです。 

 皆さま、お誘い合わせのうえ、ぜひご来場ください。 

【日時】7 月 17 日（日） 10：00～15：00 

【会場】出雲崎町中央公民館 

【内容】10：00～ 講演 

「良寛・亀田鵬齋と彦峰の関係」 

…狂への自任について… 

13：00～ 作品解説と揮毫実演 

【定員】一般 50 名（先着順、申込不要） 

 ブックスタートとは、親と子が心と言葉を通わせ

る、そのかけがえのないひとときを、絵本を介して持

つことを応援する事業です。 

 図書館では、絵本を通じて親子のふれ 

あいを深め、図書館をたくさん利用して 

いただくため 1 歳 6 ヶ月健診対象者に健 

診時、絵本を 2 冊プレゼントしています。 

 

○書道教室 ７日（木）・２１日（木）  ○ガーデニング教室 ９日（土） 

○出雲崎ッズ １１日（月）・２６日（火）・２７日（水）・２８日（木）・２９日（金） 

○英会話教室 １４日（木）・２８日（木）  ○ちぎり絵教室 １２日（火）・１９日（火） 

○さわスポ教室 １９日（火）  ○ノーメディア・デー ２０日（水） 

 図書館では、多くの皆さんから図書館を利用して

いただけるよう、毎月新刊図書を購入しています。 

ベストセラーや話題の小説など「読んでみたい！」

という本がございましたら、中央公民館または海岸

公民館に設置の「希望図書記入カード」に図書名等

を記入し、提出してください。ただし、ご希望通り

にならない場合もあります。 
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句
会
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〈出
雲
崎
小
学
校
児
童
の
俳
句
〉 

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
宝
も
の 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

貴
金
属
の
一
つ
で
あ
る
「
金
」
は
希
少
で
価
値
が

高
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
「
金
」
は
古
い
時

代
か
ら
貨
幣
（
金
貨
）
や
装
飾
品
な
ど
と
し
て
重
ん

じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
光
沢
は
美
し
く
、
人
々
を
魅

了
す
る
。
「
黄
金
」
は
金
の
異
称
で
あ
る
。 

 

春
先
、
国
際
巡
回
展
で
あ
る
『
黄
金
の
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
～
守
り
ぬ
か
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
秘
宝

～
』
特
別
展
が
東
京
国
立
博
物
館
（
写
真
）
で
開
催

さ
れ
た
。
以
前
、
展
示
さ
れ
た 

「
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
」
や
漢
委 

奴
国
王
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
国 

宝
「
金
印
」
を
見
ら
れ
た
方
も 

多
い
と
思
う
。
さ
す
が
に
歴
史 

あ
る
品
々
は
人
々
の
関
心
も
高 

い
。
今
回
の
特
別
展
も
多
く
の 

人
が
足
を
運
ん
だ
。 

  

こ
の
黄
金
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
展
の
関
心
事
は

何
か
考
え
て
み
た
。 

① 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
い
わ
ゆ
る
「
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
」
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
り
、
多
く
の
人
の
交
流
に

よ
る
多
彩
な
文
化
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と 

② 

展
示
品
は
、
紀
元
前
2100

年
頃
か
ら
紀
元
後
3
世

紀
頃
ま
で
の
、
古
く
華
や
か
な
品
々
で
日
本
初
公
開

で
あ
る
こ
と 

③ 

一
番
の
関
心
事
は
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
〝
守

り
ぬ
か
れ
た
秘
宝
〟
の
点
で
あ
ろ
う
。
1979
年
の
旧
ソ

連
軍
の
軍
事
侵
攻
と
併
せ
、
そ
の
後
の
同
国
の
内
戦

に
よ
り
、
貴
重
な
古
代
遺
跡
群
で
あ
っ
た
文
化
財

「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石
仏
」
等
が
破
壊
さ
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦
い
の
中
で
守
り

ぬ
か
れ
た
秘
宝
で
あ
る
こ
と
だ
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン 

国
立
博
物
館
も
戦
禍
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
。
そ

の
混
乱
の
中
、
博
物
館
職
員
の
手
で
勇
敢
に
も
秘
か

に
大
統
領
府
の
地
下
金
庫
に
運
び
出
さ
れ
た
。
14

年
も
の
間
、
搬
出
し
た
こ
と
を
職
員
の
家
族
に
も
話

さ
ず
、
静
か
に
守
り
続
け
ら
れ
た
と
い
う 

④ 

そ
し
て
、
日
本
が
貢
献
し
た
点
で
あ
る
。
平
山

郁
夫
氏
ら
の
提
案
に
よ
り
、
日
本
で
「
文
化
財
難
民
」

と
し
て
保
護
、
保
管
し
て
き
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か

ら
の
流
失
文
化
財
が
今
回
出
品
さ
れ
、
こ
の
機
に
無

事
返
還
さ
れ
る
こ
と
に
意
義
を
見
出
す 

  

考
古
学
者
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
た
各
展
示

品
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
深
い
歴
史
文
化
を
物
語

り
、
我
々
を
魅
了
す
る
。
ま
た
、
君
主
や
后
の
も
の

と
思
わ
れ
る
数
多
く
の
高
価
な
品
々
は
、
国
の
威
信

を
か
け
国
の
魂
と
し
て
死
守
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

そ
の
誇
り
を
示
す
か
の
よ
う
に
、 

冠
や
宝
剣
な
ど
が
ラ
イ
ト
に
浮 

か
び
上
が
っ
て
い
た
。（
写
真 

は
絵
ハ
ガ
キ
よ
り
。「
冠
」・「 

翼
を
も
つ
女
性
の
飾
板
」） 

 

述
べ
る
ま
で
も
な
く
「
宝
も 

の
」
は
高
価
な
品
物
ば
か
り
で 

は
な
い
。
汗
と
涙
が
し 

み
込
み
代
々
家
に
つ
な 

が
る
も
の
、
言
葉
や
体 

験
も
自
分
に
と
っ
て
想 

い
深
く
、
大
切
な
も
の 

と
な
れ
ば
こ
れ
ら
も
貴 

重
な
「
宝
も
の
」
で
あ
る
。
昨
年
好
評
を
得
た
「
町

の
宝
も
の
」
展
を
今
秋
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
む
こ
う
に
み
え
る
森
の
家 

４
年
生 

 

伊
藤 

舜
羽 

 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
そ
よ
風
に
ゆ
れ
き
れ
い
だ
な 

４
年
生 

 

服
部 

歩
乃
果 

シ
ャ
ボ
ン
玉
風
に
ゆ
ら
れ
て
旅
へ
出
る 

５
年
生 

 

森
山 

海
空 

シ
ャ
ボ
ン
玉
気
持
ち
を
乗
せ
て
ふ
く
ら
む
よ 

５
年
生 

 

平
沢 

海
聖 

 

ま
ど
の
外
季
節
は
め
ぐ
り
山
笑
う 

６
年
生 

 

枝
元 

世
名 

山
笑
う
小
さ
な
芽
か
ら
や
さ
し
さ
が 

６
年
生 

 

飯
田 

幸
奈 

五
月
雨
や
屋
根
漏
る
音
に
リ
ズ
ム
あ
り 

尼 
 

瀬  

斉
藤 

凡
太 

 

青
芒
浜
風
受
け
て
囁
け
り 

久 
 

田  

五
位
野 

久
女 

み
ご
も
る
を
法
事
で
明
か
す
薄
暑
か
な 

川 
 

西  

仲
野 

隆
之 

 

花
菖
蒲
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
児
ま
る
ま
る
と 

川 
 

西  

遠
藤 

比
呂
女 

※
6
月
号
に
掲
載
の
太
古
誠
一
さ
ん
（
羽
黒
町
）

の
俳
句
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記

の
と
お
り
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

名
に
し
負
う
古
刹
の
庭
の
赤
つ
つ
じ 
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 町民プールを下記のとおり、営業いたします。 

 プールではルールを守り、楽しく安全に利用しましょう。

多くの皆様のご来場をお待ちしています。 

【期 間】７月１6日（土）～ ７月 18日（月） 

     ７月 23日（土）～ ８月 31日（水） 

【時 間】午前 9時～午後 4時 

     ※正午から午後 1時までは休憩時間 

【料 金】 幼  児  無料 

     小・中学生 100円（無料カードあり） 

      一  般  200円 

【その他】 2歳未満またはオムツ（水遊び用含む）

を着用しているお子様のプールへの 

      入水はご遠慮ください。 

 今年度も小学生を対象とした『わんぱく水泳

教室』を開催いたします。 

 詳細は後日、小学校を通じて配布される案内

をご覧ください。 

7/6，13，20，27(水) 19：30～21：00 

 

 6 月 5 日（日）、第 38 回町民ソフ

トボール大会を開催しました。大会

には町内から 6 チームが参加し、白

球を追って楽しく汗を流しました。 

小さな児童もバッターボックスに

立てば立派な選手。お互いのチーム

から応援を受けて、元気にバットを

振る姿が印象的でした。 

☆優 勝☆ 

  チームポンズ 

○準優勝○ 

ブラザーズ 

△第３位△ 

川 西 Ｂ 

大会結果 

 

6月 26日（日）、姉妹都市である福島県柳津町の中学生 22名が来町し、出中野球部・バレー部と交流大会

を開催しました。白熱した試合となり、ゲームセット後はお互いの健闘を讃えました。 

その後、天領の里で一緒に昼食を食べ、スイカ割りなどをして交流し、両町の絆を深めました。 

 


